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日　時
：平成26年12月4日（木）10:00～12:10
場　所
：大阪赤十字会館　4階401会議室
出席者　 ：多々納部会長、綾委員、小笠原委員、田中丸委員、堀委員　計5名
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 近年の降雨を踏まえた取組みについて
○集中豪雨に対しては、内水浸水対策も重要だが、土砂災害対策にも留意する必要がある。
●別途、「大阪府土砂災害対策審議会」を設置しているので、審議状況について情報提供させていただく。

○山際の辺りの対策についても無視できないと思うので、全体として議論した上で、所感をまとめる方向がよいのではないか。
○短時間集中豪雨対策として、ため池の事前放流は現実的な方策なのか。

●予測が困難な短時間集中豪雨に対しての適用は難しいが、予測が可能な降雨に対しては有効な方策であり、大阪府として施策を進めているところである。
○流出抑制的な「凌ぐ」施策については、組織的に施策を進め、ある程度の実施箇所数を確保できないと、目に見える程の水位低下が期待できず、減災効果が明確にならないのではないか。

●「逃げる」施策及び「凌ぐ」施策については、大阪府として取組みを推進しているが、更なる強化が必要であると考えている。引き続き、ご指導賜りたい。
○「凌ぐ」施策については、その進捗状況と効果を定量的にとりまとめ、実現性、効率等の観点から仕分ける必要があるのではないか。
●施策の進捗状況については一定の整理ができるものの、効果についての定量的な評価は難しいと考えられるが検討する。
○避難勧告等が発令されても、避難しない住民が多いことが問題となっているが、避難者数を増加させるためにどのような取組みを行っているのか。

●ホームページを利用した取組みや地域住民に直接洪水リスクを周知する活動等、避難率の向上に資する活動を進めているところである。具体的には、大阪府のホームページで、降雨量、河川の水位、ウェブカメラによる河川の流況の映像について情報提供している。視覚的な情報が避難率の向上に効果的であることから、ウェブカメラの増設を検討しているところである。また、土木事務所等が直接地域に出向き、危険度の高い地域から順次、洪水リスクの周知を進めている。
○現行の外水ハザードマップ及び内水ハザードマップは、外水氾濫及び内水浸水を対象としてそれぞれ作成されており、両者とも既往最大クラスの降雨を対象とした最大浸水深がそれぞれ表示されているだけである。市民は既往最大降雨時の最大浸水深はもちろんのこと、避難するタイミングをつかむため、浸水が開始する時の降雨量を先に知りたいのではないか。また、外水氾濫と内水浸水を別に扱っているが、例えば内水浸水後に外水氾濫が生じるといったケースの避難にも対応できるようなものにする必要があるのではないか。
短期的には、住民のニーズや避難の観点から、外水ハザードマップと内水ハザードマップの齟齬、防災情報の作り方と発信強化、これらソフト対策の充実に向けた改善点の洗い出しを行う必要がある。その後長期的には、対象降雨の選定及び精度について検討した上で、寝屋川流域のように外水氾濫と内水浸水の両方を一体的に解析できるようなモデルを作成し、両者が一体となった時系列の浸水想定図を作成することが望ましい。
(2) 淀川水系猪名川下流ブロックの当面の治水目標の設定について

○切畑川、石田川、木代川、神田川、茶長阪川、石澄川、千里川、芋川、箕面鍋田川については、当面の治水目標を「現状維持」とする。
また、初谷川については、当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度対応とする。
(3) 淀川水系猪名川上流ブロックの当面の治水目標の設定について

○野間川について、時間雨量90ミリ程度の降雨に対し、65ミリ対応河道に比べて80ミリ対応河道の方が、被害額が大きくなっているのはなぜか。
●浸水被害の状況を再確認する。
○木野川及び大原川については、当面の治水目標を「現状維持」とする。
また、野間川については、浸水被害の状況を再確認し、次回以降に継続審議とする。
(1) 近年の降雨を踏まえた取組みについて


・外水ハザードマップ及び内水ハザードマップは、それぞれ個別に作成されているが、短期的には避難等の観点から両者の改善点の洗い出しを行い、その後長期的には外水氾濫と内水浸水の両方を一体的に解析し、両者が一体となった時系列の浸水想定図を作成することが望ましい。


・流出抑制的な「凌ぐ」施策については、その進捗状況と効果を定量的にとりまとめ、実現性、効率等の観点から仕分ける必要があるのではないか。





(2) 淀川水系猪名川下流ブロックの当面の治水目標の設定について


・切畑川、石田川、木代川、神田川、茶長阪川、石澄川、千里川、芋川、箕面鍋田川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。


・初谷川については、当面の治水目標を時間雨量50ミリ程度対応とすることで了承。





(3) 淀川水系猪名川上流ブロックの当面の治水目標の設定について


・木野川、大原川については、当面の治水目標を「現状維持」とすることで了承。


・野間川については、浸水被害の状況を再確認し、次回以降に継続審議とする。
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